
透かし彫りとは？日本が誇る繊細な美の技法 

 

透かし彫り（すかしぼり）とは、素材に穴を開けて模様や文様を浮かび上がらせる日本の伝統的

な装飾技法です。英語では"openwork"や"pierced carving"などと訳されることが多く、近年は日
本文化に関心のある海外ユーザーにも注目されています。 

木材や金属、陶磁器、布といったさまざまな素材に応用される透かし彫りは、その繊細さと独特

の立体感によって、美術品から日用品、建築装飾まで幅広く取り入れられています。本記事で

は、透かし彫りの歴史や種類、現代での応用まで、初心者にもわかりやすく丁寧に解説します。​
​
​

素材ごとに異なる透かし彫りの魅力 

木材 

木材はもっとも代表的な素材で、建築装飾や家具に使われることが多いです。桐、檜、杉などの

国産材が多く使われ、和室の欄間や飾り障子に用いられることで、空間に光と風を取り込む役割

も果たします。 

 

金属 



鉄、銅、銀、金などを使った透かし彫りは、特に刀の鍔や簪、根付といった武具や装飾品に多く見

られます。現代では、ジュエリーやインテリアアクセントとして再解釈され、海外でもアートピース

として人気です。 

陶磁器 

焼成前の陶土に穴をあけて模様を作り、焼き上がり後に光を通す表現が特徴です。蛍手（ほたる

で）と呼ばれる技法が有名で、茶碗や香炉、ランプシェードなどに使われます。 

布（染織） 

紗（しゃ）や絽（ろ）などの夏用の着物地では、織りで透かし模様を表現します。刺繍やカットワー

クなどによる布地の装飾にも、透かしの効果が取り入れられています。 

歴史から読み解く透かし彫りの価値 
透かし彫りの起源は古く、縄文時代の土器に見られる通気孔や文様にもその萌芽が見られま

す。特に日本で高度に発展したのは、仏教伝来以降、寺院建築や仏具に装飾が施されるように

なってからです。 

奈良時代には光背（こうはい）や仏壇装飾に透かし彫りが用いられ、平安時代には貴族文化と結

びついて、屏風や調度品にも装飾が施されました。江戸時代には武士の装飾具（刀装具や簪な

ど）や町人文化の中で欄間や家具の装飾として普及し、明治以降は海外輸出用の美術工芸品と

しても人気を博しました。 

透かし彫りは単なる意匠にとどまらず、日本人の精神性や自然との調和を象徴する美意識の結

晶といえるでしょう。 

また、透かし彫りは歴史的に家具装飾の分野でも重要な役割を果たしてきました。江戸時代の町

人文化においては、欄間や帳場棚、衝立、桐箪笥の引き戸などに透かし彫りが施され、住空間

に優雅な雰囲気と個性を加えていました。こうした家具は機能性とともに視覚的な美しさも兼ね

備え、日常生活に芸術性を取り入れる手段として愛用されてきたのです。現代のインテリアでも、

伝統技法を活かした透かし彫り家具が高級志向の空間演出に選ばれるケースが増えており、そ

の歴史的背景と共に再評価されています。 

... 

 
 

透かし彫りの基本構造と技法 

透かし彫りには大きく分けて「地透かし」と「文様透かし」の二つの技法があります。 

●​ 地透かし（じすかし）：地透かしは、背景部分を大きく彫り抜くことで主題の模様を際立た
せる技法です。家具においては、キャビネットやパーテーションのパネル部分などに多く

使われ、光や風が通る構造となるため、空間に開放感をもたらします。特に和室との相



性が良く、伝統的な欄間や障子のデザインとしても古くから活用されてきました。現代で

は、和モダンや北欧インテリアとの融合にも活用され、視覚的な軽やかさを演出する要素

として注目されています。 

 

引用：透かし彫りとは 

●​ 文様透かし（もんようすかし）：文様透かしは、模様自体を繊細に彫り抜くことで、装飾性
の高いデザインを実現する技法です。家具では、扉のアクセントパネルや装飾脚、ランプ

シェードなどに施され、繊細な模様と光の陰影が空間を美しく彩ります。職人の高度な技

術が求められるこの技法は、芸術性と実用性を兼ね備えた家具づくりに応用されていま

す。特に海外では、彫刻的な美しさを備えた家具として高く評価されており、現代のインテ

リアにも自然に溶け込みます。 

 

引用：透かし彫りとは 

 

伝統的な透かし彫り 

​
籠目透かし（かごめすかし） 

●​ 籠目透かしは、竹籠の編み目に由来する六角形の幾何学模様で、古来より魔除けや厄
除けの象徴とされてきました。幾何学的な規則性と日本的な精神性が融合したデザイン

は、インテリアやアクセサリー、建具など多彩な分野で活用されています。特に海外で

は、その神秘的なシンボル性と視覚的な美しさが注目されており、現代空間の装飾に取

り入れられる例も増えています。 

https://www.rafuju.jp/mag/glossary/sukashibori/?srsltid=AfmBOopAFBRoMHxdeVKXLYcPPcVmw9MG2yfGR1OPVDhzzpZUvz6mc8TW
https://www.rafuju.jp/mag/glossary/sukashibori/?srsltid=AfmBOopAFBRoMHxdeVKXLYcPPcVmw9MG2yfGR1OPVDhzzpZUvz6mc8TW


 

 

●​ 井波彫刻（いなみちょうこく） 

井波彫刻は富山県南砺市井波地区に伝わる木彫技法で、力強くも繊細な彫りが特

徴です。透かし彫りの要素を取り入れることで、図柄に奥行きや動きを与えることが

でき、欄間や神輿、寺社彫刻などに多用されています。井波の職人たちは、透かし

の空間と彫りの密度を巧みに使い分けながら、生命力に満ちた作品を生み出して

います。 

 

使用される道具と技術 

透かし彫りは極めて高度な技術を必要とします。使用する道具には、鋸（のこぎり）、彫刻刀、糸

鋸（いとのこ）、ヤスリなどがあります。素材の厚みや硬さ、最終的な仕上がりに応じて、使い分け

られます。 

また、近年ではレーザーカッターやCNCルーターといったデジタル加工技術も導入され、複雑な
デザインを高精度で再現することも可能になりました。 

 
 

現代における透かし彫りの可能性 

インテリアと建築デザイン 

現代建築において、透かし模様はパーテーションや照明、壁面装飾として取り入れられていま

す。和モダンな空間演出においては、伝統美と現代的感性が融合した象徴的な要素といえるで

しょう。 



 

ファッションとアクセサリー 

透かし模様のピアス、ネックレス、指輪、バッグなどは、軽やかで視覚的に美しく、着る人の魅力

を引き立てます。和装に限らず、洋装に合うモダンなデザインも多く、世界中のファッションブラン

ドにも影響を与えています。 



 

引用：透かし彫りフリーリング - マーメイドジュエリー 

世界に伝えたい透かし彫りの魅力 
世界の人々が透かし彫りに魅力を感じるポイントは以下の通りです： 

●​ 繊細なクラフトマンシップ：手作業で生み出される細かな模様は、日本職人の高い技術力
を象徴します。 

●​ 自然と調和した美意識：光や風を取り入れるデザインは、エコロジーでサステナブルな価
値観と共鳴します。 

●​ ミニマルな美：無駄を削ぎ落とし、陰影で魅せる日本独自のミニマリズムは、北欧デザイ
ンにも通じるものがあります。 

 
 

まとめ：透かし彫りは日常に溶け込む芸術 
透かし彫りは日本が育んできた繊細な伝統技術でありながら、現代のライフスタイルにもなじむ

柔軟さを持っています。装飾的でありながら機能的、伝統的でありながら現代的。 

日常の中に一つ透かし彫りのアイテムを取り入れることで、空間や装いに静かな品格と深みが

生まれるでしょう。 

https://mermaid-j.ocnk.net/product/387


 


	透かし彫りとは？日本が誇る繊細な美の技法 
	木材 
	金属 
	陶磁器 
	布（染織） 

	歴史から読み解く透かし彫りの価値 
	透かし彫りの基本構造と技法 
	透かし彫りには大きく分けて「地透かし」と「文様透かし」の二つの技法があります。 
	伝統的な透かし彫り 
	●​井波彫刻（いなみちょうこく） 
	井波彫刻は富山県南砺市井波地区に伝わる木彫技法で、力強くも繊細な彫りが特徴です。透かし彫りの要素を取り入れることで、図柄に奥行きや動きを与えることができ、欄間や神輿、寺社彫刻などに多用されています。井波の職人たちは、透かしの空間と彫りの密度を巧みに使い分けながら、生命力に満ちた作品を生み出しています。 

	使用される道具と技術 

	現代における透かし彫りの可能性 
	インテリアと建築デザイン 
	ファッションとアクセサリー 

	世界に伝えたい透かし彫りの魅力 
	まとめ：透かし彫りは日常に溶け込む芸術 

